
【取り組む際に生じた課題】
• 現地で製造されている醤油との差別化
• 欧米の食品安全基準に合った製造体制
• 現地顧客とのコミュニケーション不足

【ウェブサイト】 https://www.adachi-jozo.co.jp/

【対応の結果】
• 木桶仕込みへの理解や付加価値の上昇につながった。
• 既存取引先の要望に応えることが出来た。新規顧客獲得につながった。
• 現地顧客の細かいニーズに応えることができた。

2018年 ドイツ顧客への訪問

BIOFACH2018の視察

天然醸造・木桶仕込み・オーガニックといった付加価値を利用して輸出
国内輸出商社との連携強化
FSSC22000取得を目指すことによって国際的な食品安全基準をクリア

輸出額(万円) 輸出量(ｔ) 出荷時期

令和２年度 2,950 102
通年令和元年度 2,760 101.5

平成30年度 2,400 96

オーガニック醤油

【主な品目】

ドイツ、アメリカ、スイス

【主な輸出先国・地域】

【輸出取組の概要】

【輸出実績】

【今後の課題・展望】
• 木桶仕込み醤油（KIOKE SHOYU）のPR活動
• 木桶仕込みオーガニック醤油の増産体制の構築
• 現地ニーズに合った商品開発

【生じた課題への対応】
• 木桶仕込み醤油が欧米で広く親しまれているワインと類似していることを説明
• ISO22000からFSSC22000へのアップグレード
• 国内輸出商社との定例打合せの実施

【連絡先】 担当者名：足立 ＴＥＬ：0795-35-0031 

【活用した支援・施策】

（平成25年度より輸出開始）

兵庫県 足立醸造（株）
『オーガニック醤油をEU、アメリカへ』

加工食品

【効果があった取組】
国際的な食品安全規格を取得
することで現地顧客との関係
性強化につながった。


